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その他
106,866（2.9%）

実
質
収
支
額

用語解説
地方交付税
国から町に交付さ
れる交付金
繰入金
基金（町の貯金）
などからの繰入金
町税
町民のみなさんが
納めた税金（町民
税・固定資産税・
軽自動車税など）
町債
町の借入金
県支出金
県からの補助金や
委託金など
国庫支出金
国からの補助金や
委託金など

地方交付税
1,642,071
（43.8%）

国庫支出金
258,162
（6.9%）

繰入金
302,237
（8.1%）

町税
543,830
（14.5%）

諸収入
89,601（2.4%） 繰越金 84,234（2.2%）

（　）は構成比

平
成
27
年
度
決
算
報
告

37億4，570万円

一
般
会
計
決
算
の
概
要

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
決

算
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
る
と

歳
入
が
２
億
６
，
６
５
８
万
円

（
６
・
６
％
）
の
減
、
歳
出
が

３
億
３
，
１
３
５
万
円
（
８
・

６
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
の
み
で
見
る
と
、

歳
計
剰
余
金
は
２
億
９
０
０
万

円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越

す
財
源
１
，
３
９
０
万
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
１
億

９
，
５
１
０
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
県
内
外
64
名

の
方
々
か
ら
合
計
２
１
８
万
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
の
あ
た
た
か
い
お
志

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
は
基
金
に
積
み
立
て
し
、
平

成
28
年
度
以
降
に
充
当
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
ふ
る
さ
と
応
援

寄
付
金
充
当
事
業

Ｊ
Ｒ
只
見
線
復
旧
応
援
事
業

	

　
　
　

11
万
円

老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

	

　
　
　

１
万
円

景
観
形
成
作
物
植
栽
事
業

	

　
　
　

22
万
円

酒
米
生
産
振
興
補
助
事
業

	

　
　
　

３
万
円

道
の
駅
維
持
管
理
事
業

	

　
　
　

41
万
円

地
域
一
体
型

　
　

ふ
る
さ
と
教
育
事
業

	

　

２
３
７
万
円

	

総
額　

３
１
５
万
円

　

平
成
27
年
度
の
実
質
収
支
か

ら
平
成
26
年
度
の
実
質
収
支
を

差
し
引
い
た
７
，
８
５
１
万
円

の
黒
字
で
あ
り
、
単
年
度
収
支

に
財
政
調
整
基
金
の
積
立
額
及

び
取
崩
額
を
加
減
し
た
実
質
単

年
度
収
支
に
お
い
て
も
５
，
８

９
５
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町債
407,547
（10.9%）

県支出金
311,160
（8.3%）

歳入総額

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
、
町
議

会
9
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
平
成
27
年
度
決
算
の
歳
入
の
内
容
な

ど
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

単位：千円
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農林水産業費
139,898（4%）

災害復旧費
99,394（2.8%）

公債費
303,307（8.6%）

教育費
491,918
（13.9%）

総務費
929,999
（26.3%）

民生費
397,386
（11.2%）

商工費
415,601
（11.8%）

衛生費
242,504
（6.9%）

消防費
134,790（3.8%）

議会費 54,391（1.5%）

（　）は構成比

目的別歳出内訳

単位：千円

土木費
307,579
（8.7%）

労働費 19,935（1%）

35億3,670万円

　普通事業費と災害復旧費から
なり、施設や道路の整備など将
来に残るものに対して支出する
ものです。
主な事業と事業費
◦保養センター改築事業
	 ２億２,８６２万円
◦町営住宅建設事業
	 ７,５７１万円
◦ラジオ中継局建設事業
	 ７,２４６万円
◦町道改良事業	 ３,４１９万円
◦大塩地区公衆トイレ整備事業
	 ２,９９５万円
◦防災用備蓄倉庫建設事業
	 ２,８７３万円

　人件費、公債費及び扶助費か
らなり、支出が義務付けられて
いる義務的経費は前年度に比べ
４,４３０万円の減となってい
ます。これは、人件費の特別退
職手当２号負担金が、前年度と
比較し４,０００万円減となっ
たため大きく減少しています。
項目及び額（前年度比）
◦人件費	 ５億９３７万円
	 （１１.０％減）
◦公債費	 ３億３３１万円
	 （４.４％増）
◦扶助費	 ７,２２１万円
	 （８.8％増）

　歳出のうち、投資的経費と義
務的経費以外の経費は前年度に
比べて、１,７８６万円（１.０
％）の減となりました。
主な項目及び額（前年比）
◦物件費	 ５億８５１万円　
	 （３. １％増）
◦維持補修費
	 １億３,３８８万円
	 （３４.２％減）
◦補助金等	 ４億１,７２６万円
	 （１５.９％減）
◦積立金	 ４億１,３２４万円
	 （２３.８％増）
◦貸付金	 ２,１４８万円
	 （５.１％増）
◦繰出金	 ３億１,４６１万円	
	 （１２.５％減）

用語解説
総務費
町行政の管理全般
教育費
小中学校教育全般、文化
の振興、若桐寮や川口高
校への支援
商工費
商工業、観光の振興
民生費
高齢者、障がい者、児童
等の福祉対策
土木費
町道の改良・修繕、道路
除雪、町営住宅の整備・
運営
公債費
国や金融機関からの借入
金（町債）の返済
衛生費
ごみ処理、健康診断、予
防接種
農林水産業費
農林水産業の振興、林道
改良・修繕
消防費
消防施設の整備・修繕、
防災対策
災害復旧費
被災した土木施設・農林
水産施設等の復旧工事
議会費
町議会の運営
労働費
失業対策、雇用対策

投資的経費義務的経費その他の経費

歳出総額
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会　　計　　名 金山町の比率 経営健全化
基　　　準

簡易水道事業特別会計 ― 20.0
農業集落排水事業特別会計 ― 20.0
特定地域生活排水処理事業特別会計 ― 20.0
特定環境保全公共下水道事業特別会計 ― 20.0
※赤字または資金不足が生じていない場合は「－」で示しています。

一般会計歳出（性質別）

特別会計決算

健全化判断比率

資金不足比率

　町の財政状況を客観的
に表し、財政の早期健全
化や再生の必要性を判断
するためのもの。

　町の公営企業会計ごと
の不足金額の度合を表す
指標。

会　　計　　名 歳　　　入 歳　　　出
国民健康保険事業勘定（医療費） 4億6,323万円 4億772万円
国民健康保険施設勘定（診療所） 1億3,010万円 1億3,010万円
簡易水道事業 2億4,308万円 2億2,587万円
町営バス事業 1,413万円 1,413万円
農業集落排水事業 445万円 445万円
介護保険事業 5億867万円 4億9,643万円
特定地域生活排水処理事業 1億5,022万円 1億5,022万円
後期高齢者医療事業 4,520万円 4,514万円
特定環境保全公共下水道事業 2,825万円 2,825万円

指　標　名 金山町の比率 早期健全化
基 準

財 政 再 生
基 準平成27年度 平成26年度

①実質赤字比率 ― ― 15.0 20.0
②連結実質赤字比率 ― ― 20.0 40.0
③実質公債費比率 2.9 3.5 25.0 35.0
④将来負担比率 ― ― 350.0 ―

名　　前 金　　額 構成（％） 主　な　用　途
普通建設事業費 7億4,344万円 21.0 町道の改良工事や施設整備
人 件 費 5億937万円 14.4 議会議員や各種委員の報酬、職員給与など
物 件 費 5億851万円 14.4 需用費、旅費、役務費など
補 助 金 等 4億1,726万円 11.8 各種団体などへ支払う補助金や報償費など
積 立 金 4億1,324万円 11.7 公共施設整備基金や少子化対策基金等への積み立て
操 出 金 3億1,461万円 8.9 特別会計等への繰り出し
公 債 費 3億331万円 8.6 町が借りた町債の返済
維持補修費 1億3,388万円 3.8 町施設の維持保金など
災害復旧事業費 9,939万円 2.8 災害により被災した施設を復旧するための費用
扶 助 費 7,221万円 2.0 福祉対策などの社会保障にあてる費用
貸 付 金 2,148万円 0.6 奨学金など
合 計 35億3670万円 100
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町
職
員
・
町
特
別
職
の
　
　

　
　
給
与
な
ど
の
お
知
ら
せ

４ 職種別職員数

２ 初任給

３ 諸手当

５ 特別職の給料（報酬）などの状況

６ 一般職員の配置状況（平成２８年１０月現在）

　
町
一
般
職
員
の
給
与
な
ど
は
人
事
院
と
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
を
基
に
、
町
長
や
議
会
議
長
な
ど
の
特
別
職
の
給
与

（
報
酬
）
な
ど
は
、
金
山
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
審
議

に
基
づ
き
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
に
よ
り
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。平成２７年度給料 期末・勤勉等手当 計

２億４, ０５０万円 ９, ５６６万円 ３億３, ６１６万円

課係等名 人　員 課係等名 人　員 課係等名 人　員
総 務 8 保 健 福 祉 7 上 下 水 道 4
診 療 所 5 復 興 政 策 5 住 民 税 務 5
農 林 振 興 4 保 育 所 ６ 議会・監査 1
出 納 1 商 工 観 光 ４ 横田出張所 1
教 育 6 建 設 6 合 計 63

１ 職員給与
　（一般行政職の平成２８年１０月現在の平均給料月額は３３万９, ９７８
円、平均年齢は３９．６歳）

６月期 １２月期
期 末 手 当 １. ２２５か月 １. ３２５か月
勤 勉 手 当 ０. ８００か月 ０. ８００か月

一　般　行　政　職
医療職 技　能

労務職 計
１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標準的
な職務 主事 主査

係長
主任主査
主査

主幹
係長 課長 課長

職員数 ７人 １２人 １２人 １４人 ７人 ２人 ５人 ４人 ６３人
構成比 11.1% 19.1% 19.1% 22.2% 11.1% 3.2% 7.9% 6.3% 100%

町　長 副町長 教育長 議　長 副議長 議　員
給料（報酬）の月額 ７０１,０００円 ５６７,０００円 ５２８,０００円 ２５３,０００円 ２０４,０００円 １８３,０００円
期末手当の支給割合 ６月期は１. ４か月分、１２月期は１. ５か月分

初　任　給
大 学 卒 １８１, ７００円
短 大 卒 １６１, ７００円
高 校 卒 １４８, ７００円
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盛
り
上
が
っ
た

山
入
近
隣
会
芸
能
発
表
会

長
寿
を
祝
い
敬
老
会

　

山
入
近
隣
会
芸
能
発
表
会
が

９
月
５
日
、
芸
能
伝
承
館
で

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
山

入
歌
舞
伎
は
「
一い

ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん
き

谷
嫩
軍
記

　

熊く
ま
が
い
じ
ん
や
の
だ
ん

谷
陣
屋
の
段
」
が
上
演
さ

れ
、
役
者
た
ち
の
名
演
技
に
会

場
か
ら
は
、
掛
け
声
と
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
住
民
や
只
見
町

布
沢
の
方
に
よ
る
舞
踊
や
カ
ラ

オ
ケ
、昔
語
り
な
ど
も
あ
り
、

足
を
運
ん
だ
観
客
は
賑
や
か
な

舞
台
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

金
山
町
敬
老
会
が
９
月
19
日

に
町
民
体
育
館
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
熟

年
成
人
式
」
と
し
て
還
暦
か
ら

数
え
て
20
歳
に
な
る
今
年
度
80

歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
、
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
町
長

の
挨
拶
や
来
賓
祝
辞
な
ど
の
あ

と
、
町
長
か
ら
今
年
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
方
に
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
福
島
民
報

社
か
ら
金
婚
表
彰
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
成な

る

世せ

昌し
ょ
う

平へ
い

さ

ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
参
加
さ
れ
た
方
た
ち
は
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

長寿を祝い全員で万歳三唱

会場を盛り上げた
飛び入りのカラオケ

舞台を清める「三
さん

番
ば

叟
そう

」

歌舞伎の最後には大きな拍手が送られました

盛り上がった成世昌平さんの歌謡ショー
金婚受賞者を代表して表彰を受けた
横山道伸さん・マサエさん夫妻（大塩）

町長から米寿記念品を
受け取る星ミヨシさん（板下）
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元
気
い
っ
ぱ
い

川
口
・
横
田
保
育
所

�
合
同
運
動
会

　

９
月
17
日
に
中
川
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
川
口
保
育
所
と
横
田
保
育

所
の
合
同
運
動
会
が
元
気
い
っ

ぱ
い
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
始
め

に
菅
家
慎し

ん

虎ご

く
ん
（
川
口
）
が

「
僕
た
ち
は
転
ん
で
も
泣
き
ま

せ
ん
。
最
後
ま
で
頑
張
り
ま

す
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、子

ど
も
た
ち
は
こ
の
日
の
た
め
に

練
習
し
て
き
た
様
々
な
種
目
や

ダ
ン
ス
を
最
後
ま
で
一
生
懸
命

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
姿

に
家
族
か
ら
は
、
声
援
と
あ
た

た
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

個
人
競
技
の
他
、
親
子
で
参

加
す
る
競
技
も
た
く
さ
ん
盛
り

込
ま
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が

楽
し
む
こ
と
の
で
き
た
運
動
会

と
な
り
ま
し
た
。

年少組によるかけっこ「負けないぞー」

みんなで力を合わせて「紅白綱引き」

入所前のお友達も遊びに来ました

紅白リレーは最後まで大接戦 年長組は競技の中でお弁当包みにも挑戦

親子で「かぼまるパズル」に挑戦

親子で仲良くダンス
「カエルのケロリンピック」 自分より大きい大玉を転がします
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２種類の温泉が楽しめる
金山町温泉保養施設 せせらぎ荘オープン

会津短期大学生
奥会津の農家民宿の魅力を探る

ベストを尽くすも初戦突破できず
市町村対抗軟式野球大会

　９月２５日、金山町温泉保養施設「せせらぎ
荘」がオープンしました。従来の玉梨温泉に加
え、新たに天然炭酸温泉「大黒湯」の２つの泉
質を楽しむことができます。オープンに先立
ち、安全祈願が行われ、長谷川町長をはじめと
する関係者が出席しました。
　関係者によるテープカットの後、一番風呂に
当選した町民の方が、泉質の異なる２つの温泉
を満喫しました。一番風呂を終えた当選者は、
「２つの温泉を一番に味わえて、最高でした。
また入浴したい」と話していました。

　９月１２日から１４日までの間、会津短期大
学の学生が農作業などを体験するため、金山町
を訪れました。これは、会津農林事務所が企画
したもので、大学生等の若い人たちが奥会津の
農家民宿に宿泊し、農作業や郷土料理等を体験
することで、奥会津への理解や関心を深めるき
っかけとすることを目的として行われました。
　学生は「農家民宿けやきの家（山入）」に宿
泊し、赤カボチャの収穫や大根の間引きなどの
農作業体験や笹巻きを作りました。参加した学
生は、「農作業体験や笹巻き作りは、普段の生
活では体験することも少ないので、機会があれ
ばまた泊まりに来たい」と話していました。

　９月２５日に福島市の県営あづま球場で、第
１０回市町村対抗福島県軟式野球大会が行われ
ました。金山町の選手たちは、喜多方市を相手
に戦いましたが、０対７で敗れ初戦を突破する
ことはできませんでした。
　会場まで応援に足を運んだ方たちからは、選
手のがんばりにあたたかい声援と拍手が送られ
ていました。

オープン後、入浴券を買い求め列ができました

大根の間引き体験の様子

快音を響かせた力強いスイング

２つの泉質を楽しむことのできる湯船

認定書を受け取った一番風呂入浴者
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民具から当時の暮らしを読み取る
福島大学生民具調査で訪れる

多くの方に祝福されて
中丸トミノさん　百歳賀寿

秋の全国交通安全運動
小学生が鼓笛パレードで呼びかけ

　９月２０日から２２日の３日間、福島大学の
学生が博物館実習のため、金山町を訪れまし
た。金山町には、かつての暮らしの中で使われ
てきた民具が数多くあり、学生たちは県立博物
館の学芸員の方に協力してもらいながら、民具
資料の調査を行いました。
　また９月２１日には、今はもう役割を終えた
それらの民具が、まだ現役で活躍していた当時
の話を語る会が旧横田中学校で行われました。
語る会には地元から１０名が参加し、民具を手
に取り、その当時の話や使い方を学生たちに説
明していました。

　１０月６日に百歳を迎えられた中丸トミノさ
ん（板下）の賀寿贈呈式が、同日かねやまホー
ムで行われました。加藤清司会津保健福祉事務
所長から賀寿と記念品が、山内建史副町長から
は賀寿と祝い金がそれぞれ手渡されました。
　また、かねやまホーム入居者家族会と親族か
ら花束が贈られ、中丸さんの賀寿を祝いまし
た。親族を代表して長男の武

たけ

吉
きち

さんが謝辞を述
べました。贈呈式の後、日本舞踊などが披露さ
れ、中丸さんと親族、関係者は楽しい時間を過
ごしていました。中丸さんの長寿の秘訣は、「健
康的な食事を取り、規則正しい生活を心掛ける
こと」と話していました。

　秋の全国交通安全運動に合わせ、９月２３日に金山
小学校の児童が川口、橋立、本名、西谷の４地区で、
９月２７日には横田小学校の児童が高根沢、越川地区
でそれぞれ交通安全鼓笛パレードを行いました。地区
の方々からのあたたかい拍手をもらい、児童たちは力
強い演奏で交通安全を呼び掛けていました。
　また９月２９日には、ヤマト運輸と交通安全母の会
による幼児交通安全教室が川口保育所で行われまし
た。保育所の子どもたちは、ヤマト運輸の職員の方か
ら交通ルールの説明を受けた後、一人ずつ室内に設置
された模擬横断歩道で渡り方を復習しました。

民具が使われていた当時の様子を語る参加者

親族と１００歳を祝い記念撮影

力強い演奏で交通安全を呼びかける横田小の児童たち しっかり手を挙げて横断歩道を渡ります

地区の方からあたたかい声援を受ける金山小の児童たち

9 広報かねやま　28.10.10



お
知
ら
せ

こ
れ
か
ら
の
予
定

案
　
　
　
内

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
女
性
が
抱
え
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
電
話
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
員
が
相
談
に
応
じ
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以

外
の
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）
に
も
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
期
間

　

11
月
14
日
（
月
）
か
ら

　

11
月
20
日
（
日
）
ま
で

▼
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
７
時
ま
で

　

県
で
は
、
関
係
団
体
と
協
力

し
て
不
正
軽
油
の
排
除
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
県
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
情
報
提
供
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
不
正
軽
油
の
製
造

や
販
売
、
使
用
に
関
す
る
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
庁
税
務

課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方
振
興

局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

県
庁
総
務
部
税
務
課

☎
０
２
４
５
︲
21
︲
７
２
０
５

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
２
︲
29
︲
５
２
６
４

今月の納税

納め忘れに
ご注意くだ
さい

◦
町

・

県

民

税　
　

第
３
期

◦
固

定

資

産

税　
　

第
３
期

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

第
３
期

★
10
月
★

▼
19
日（
水
）

　

運
転
免
許
更
新　

　

午
前
９
時
～

�

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
21
日（
金
）午
後
3
時
～

　
22
日（
土
）午
前
8
時
30
分
～

　

ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

�

金
山
中
学
校

▼
22
日（
土
）・23
日（
日
）

　

奥
会
津
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

�

町
民
体
育
館
周
辺

★
11
月
★

▼
３
日（
木・祝
）

　

各
公
民
館
文
化
祭

▼
10
日（
木
）

　

行
政
相
談

　

午
前
10
時
～　

住
民
相
談
室

▼
11
日（
金
）

　

第
36
回
地
区
対
抗
男
女
混
合

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

午
後
７
時
～　

町
民
体
育
館

▼
13
日（
日
）

　

妖
精
の
里　

剣
道
大
会

　

午
前
8
時
30
分
～

�

町
民
体
育
館

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

届
け
出
が
必
要
で
す

年
末
調
整
説
明
会

10
月
は
不
正
軽
油
撲
滅

強
化
月
間
で
す

　

住
宅
・
倉
庫
・
土
蔵
な
ど
の

家
屋
を
取
り
壊
し
た
時
は
、
住

民
税
務
係
ま
で
家
屋
滅
失
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
度
の
固
定
資
産
税

は
、
平
成
29
年
1
月
1
日
現
在

の
台
帳
登
録
分
が
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し

て
も
家
屋
滅
失
届
が
提
出
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
家

屋
滅
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
家
屋
の
新
築
や
増

築
な
ど
を
さ
れ
た
方
も
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

	
☎
54
︲
５
１
２
１

　

会
津
若
松
税
務
署
で
は
、
平

成
28
年
分
の
年
末
調
整
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

11
月
16
日
（
水
）

※
た
だ
し
、
11
月
19
日
（
土
）

と
11
月
20
日
（
日
）
は
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

▼
相
談
電
話
番
号

☎
０
５
７
０
︲
０
７
０
︲
８
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４
︲
５
３
４
︲
１
９
９
４

納期限は

10月31日
です

※
午
前
と
午
後
の
二
回
開
催

・
午
前
の
部

　

受　

付　

午
前
９
時
30
分

　

説
明
会　

午
前
10
時
～

・
午
後
の
部

　

受　

付　

午
後
１
時

　

説
明
会　

午
後
１
時
30
分
～

▼
会
場

　

ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
展
示
ホ
ー

ル
（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー

西
90
）

▼
注
意
事
項

　

本
年
よ
り
、
三
島
町
会
場
で

は
開
催
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

会
津
若
松
税
務
署

☎
０
２
４
２
︲
27
︲
４
３
１
１
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募
　
　
　
集

　

福
島
県
内
で
、
役
場
や
社
会

保
険
庁
・
税
務
署
を
名
乗
り
、

医
療
費
や
税
金
の
還
付
な
ど
を

口
実
と
し
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

を
指
示
す
る
な
ど
の
怪
し
い
電

話
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
す
る

・
役
場
以
外
の
場
所
に
呼
び
出

そ
う
と
す
る

・
預
金
口
座
の
番
号
を
聞
き
出

そ
う
と
す
る

な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

は
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
従
っ

た
り
、
自
分
だ
け
で
判
断
し
た

り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
一
度

電
話
を
切
り
、
警
察
や
家
族
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

金
山
町
で
は
医
療
費
の
手
続

き
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
の
医
療
費
の
手
続
き
は
、

役
場
住
民
課
の
保
健
福
祉
係
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

会
津
坂
下
警
察
署

☎
０
２
４
２
︲
83
︲
３
４
５
１

　

保
健
福
祉
係

	

☎
54
︲
５
１
３
５

未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
事

業
を
実
施
し
ま
せ
ん
か
？

ご
寄
付
に
感
謝

一
般
寄
付
金

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

あ
な
た
を
狙
う

「
医
療
費
詐
欺
」

 

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

⃝

東
京
都
豊
島
区

　

山
内
邦
昭
さ
ん
か
ら
一
万
円

　

ご
寄
付
は
地
域
活
性
化
事
業

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⃝

石
川
県
金
沢
市

　

中
丸　

守
さ
ん
か
ら
一
万
円

⃝
東
京
都
江
戸
川
区

　

渡
辺
幸
子
さ
ん
か
ら
五
万
円

⃝
千
葉
県
浦
安
市

　

久
保
田
修
さ
ん
か
ら
三
万
円

⃝
福
島
県
西
白
河
郡

　

金
澤
壮
一
さ
ん
か
ら
十
万
円

⃝
匿
名
希
望
の
方
か
ら
二
万
円

　

ご
寄
付
は
地
域
活
性
化
事
業

や
自
然
環
境
保
全
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

相
続
し
た
不
動
産
（
土
地
・

建
物
）
に
つ
い
て
の
相
続
登
記

（
名
義
変
更
）
は
、
不
動
産
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
に

申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

長
い
間
、
相
続
登
記
を
し
な

い
で
放
置
す
る
と
、
さ
ら
に
相

続
人
が
死
亡
さ
れ
る
こ
と
で
、

相
続
権
の
あ
る
人
（
子
・
孫
・

ひ
孫
等
）
が
次
第
に
増
え
て
し

ま
い
、
誰
が
相
続
す
る
の
か
話

し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

相
続
登
記
は
、
登
記
を
し
な

け
れ
ば
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
な

い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
は
、

自
分
の
子
孫
等
に
手
間
と
費
用

を
か
け
さ
せ
て
し
ま
う
結
果
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
登
記
を
し
て
い

な
い
と
、
様
々
な
問
題
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
福
島
県
司
法
書
士
会

※
電
話
に
よ
る
相
談

　

月
～
金
（
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時
ま
で

【
耐
震
診
断
事
業
と
は
】

　

こ
の
事
業
は
、
町
内
の
木
造

住
宅
の
所
有
者
が
耐
震
診
断
を

希
望
す
る
場
合
、
耐
震
診
断
者

（
耐
震
診
断
を
行
う
建
築
士
な

ど
）
を
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

●
対
象
と
な
る
建
築
物

※
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

建
物

①
所
有
者
自
ら
居
住
す
る
住
宅

②
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
戸
建
て
木
造
住

宅
※
店
舗
な
ど
の
用
途
を
兼
ね
る

も
の
（
店
舗
な
ど
の
用
に
供

す
る
部
分
の
床
面
積
が
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の

も
の
）
を
含
む
。

③
在
来
軸
組
工
法
、伝
統
的
工

法
、軸
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る

木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

☎
０
１
２
０
︲
81
︲
５
５
３
９

�

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
福
島
地
方
法
務
局

　

若
松
支
局

※
登
記
相
談
は
事
前
予
約
制
に

　

よ
る
面
談
の
み

☎
０
２
４
２
︲
27
︲
１
５
０
１

●
実
施
時
期

　

平
成
29
年
4
月
以
降

●
申
込
対
象
者

　

対
象
と
な
る
住
宅
に
現
在
居

住
し
て
い
る
所
有
者
。
対
象
住

宅
が
共
有
に
係
る
も
の
で
あ
る

場
合
は
、
当
該
共
有
者
が
そ
れ

ら
の
者
の
う
ち
か
ら
選
任
し
た

代
表
者
１
人
。

●
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用

　

一
戸
あ
た
り
15
万
4
千
円
を

限
度
と
し
て
町
が
負
担
す
る
も

の
。
超
え
た
費
用
に
つ
い
て

は
、
申
込
者
が
耐
震
診
断
者
へ

直
接
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

　

構
造
的
に
独
立
し
た
棟
ご
と

に
「
申
込
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
様
式
は
役
場

３
階
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限

　

平
成
28
年
11
月
30
日
（
水
）

【
耐
震
診
断
後
の
耐
震
改
修
】

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
補
強
計

画
が
耐
震
診
断
者
よ
り
報
告
さ

れ
ま
す
。
町
は
、
安
全
性
が
低

い
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
対
象

に
、
耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る

費
用
の
一
部
（
上
限
1
0
0
万

円
）
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
…

　

建
設
係　

☎
54
︲
５
３
１
１
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国保・後期高齢の届け出や申請には

　国民健康保険や後期高齢者医療の手続きには、マイナンバーの記載と本人確認が必要です。
　届け出書または申請書にマイナンバーの記入をお願いします。また、本人確認のための証明書の
提示が必要ですので、手続きの際には①「マイナンバー（個人番号）確認書類」および②「身元確認
書類」等を持参してください。

◎国保の届け出・申請は、従来通り世帯主の義務です。手続きを行う「世帯主」と、届け
出・申請の「対象となる方」のマイナンバーが必要です。

◎代理人が手続きを行う場合は、届け出・申請に必要な書類のほか「委任状」と、代理人
身元確認書類が必要です。

次のうち、いずれか 1点をお持ちください。
●マイナンバー（個人番号）カード

① マイナンバー（個人番号）確認書類

② 身元確認書類

【A】（顔写真のついた公的確認書類）

注意

※【A】の場合は 1点、【B】の場合は 2点以上必要となります。

マイナンバー（個人番号）カードを持参の場合は身元確認書類を兼ねますので、他
の身元確認書類は不要となります。

マイナンバー（個人番号）通知カードの場合は、身元確認書類が必要です。

◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５

●運転免許証
●パスポート
●住基カード（顔写真あり）
●身体障害者手帳

●健康保険証
●精神障害者保健福祉手帳
（顔写真なし）
●各種医療受給者証
●住基カード（顔写真なし）

マイナンバーが必要です

●療育手帳
●運転経歴証明書
●在留カード（外国人住民）
●特別永住者証明書（外国人住民）

●介護保険証
●年金手帳・年金証書
●保護受給証明書
　　　　　　　　など

●雇用保険受給資格者証（顔写真あり）
●精神障害者保健福祉手帳（顔写真あり）
� 　など

●マイナンバー（個人番号）通知カード

●マイナンバー（個人番号）が記載された住民票の写し
●マイナンバー（個人番号）が記載された住民票記載事項証明書

【B】（顔写真のない本人確認書類）
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　町では定期的に町水道の放
射性物質モニタリング検査を
実施しています。
　９月３０日現在で町内水道
水から放射性セシウムは検出
されていません。
【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　　　１０ベクレル／１ｋｇ
　◎問い合わせ…上下水道係
　　　　　☎５４−５３１５

水道水の放射性物質
検査結果　　　　　

自家消費用食品等の
放射性物質簡易測定の結果について

※厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウムの基準値は
１００ベクレル／㎏です。
　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場と横
田出張所で行っています。
　なお、販売用食品の測定については農林振興係にお問い合
わせください。
◎問い合わせ
　保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
　横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品について）
　農林振興係　☎５４－５３２１（販売用食品について）

品　名 測定件数 未検出数 セシウム
（１３４＋１３７合計値）

地下水 3 2 ２２. ５
マコモタケ 1 1 ＮD

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示し
ています。
（測定年月日　平成28年 9 月 1 日～平成28年 9 月30日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。（単位：ベクレル/㎏）

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

鈴
木
裕
樹
で
す
。
昨
年
の
10
月

か
ら
金
山
町
に
来
て
1
年
が
経

ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
地
区

や
学
校
を
中
心
に
様
々
な
場
所

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本

当
に
楽
し
く
内
容
の
濃
い
1
年

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
充
実
し
た
活
動
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
少
し
ず
つ
涼
し
く
な

り
秋
を
感
じ
る
場
面
が
増
え
ま

し
た
。
秋
と
い
え
ば
食
欲
・
芸

術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
で
す
。

9
月
11
日
に
は
、
親
子
で
収
穫

し
た
赤
カ
ボ
チ
ャ
を
使
っ
て
料

理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
み
ん

な
で
和
気
あ
い
あ
い
と
調
理
し

て
、
ど
の
料
理
も
と
て
も
お
い

し
く
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
5
日
の
山
入
歌

舞
伎
に
は
黒
子
と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歌
舞

伎
を
観
る
こ
と
は
初
め
て
の
経

験
で
し
た
が
、
予
想
以
上
に
本

格
的
で
迫
力
の
あ
る
演
技
に
感

動
し
、
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
ま

し
た
。

　

今
月
の
10
月
に
は
教
育
委
員

会
で
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
と
し
て
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
行
い
ま

す
。
元
全
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
代
表
の
泉
川
正
幸
さ
ん
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
21
日

と
22
日
に
金
山
中
学
校
体
育
館

で
行
い
ま
す
。
一
般
の
方
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
バ
ル
セ
ロ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た

泉
川
正
幸
さ
ん
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る
方
々
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
　
時
】

①
10
月
21
日
（
金
）

　

午
後
3
時
～
午
後
5
時
30
分

②
10
月
22
日
（
土
）

　

午
前
8
時
30
分

　
　
　
　
　

～
午
前
11
時
15
分

【
場
　
所
】

　

金
山
中
学
校
体
育
館

【
参
加
料
】

　

無
料

【
服
　
装
】

　

ジ
ャ
ー
ジ
（
運
動
が
で
き
る

服
装
）・
シ
ュ
ー
ズ

◎
問
い
合
わ
せ
…
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
54
︲
５
３
３
３

地域おこし協力隊

鈴
すず

木
き

　裕
ゆう

樹
き

食
欲
・
芸
術
・

�

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
　

講
習
会
の
お
知
ら
せ

山入歌舞伎に黒子として出演した
鈴木さん（前列右端）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
　

講
習
会
の
お
知
ら
せ
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みんなの只見線
乗ろう・守ろう・つなごう

平成28年

イベントスケジュール

　ＪＲ只見線を走る車両と美しい風景を写した切手が発
売されます。これは只見線をＰＲする目的で企画された
もので、町内の川口・中川・横田郵便局で１０月７日よ
りポストカードとセットで発売中です。詳しくは、下記
までお問い合わせください。

◎問い合わせ…川口郵便局　☎５４−２８００
中川郵便局　☎５５−３３００
横田郵便局　☎５６−４３００

　また、１０月２２日と２３日に開催される「奥会津ご
っつおまつり」期間にも臨時運行されるトロッコ列車は、
今秋よりごっつおまつり会場の最寄駅である会津中川駅
に停車することとなりました。トロッコ列車を含め只見
線でごっつおまつりに来場された方には特典を用意して
おりますので、ぜひ只見線を利用してご来場ください。
� ◎問い合わせ…復興政策課　☎５４−５２０３

奥
会
津

ご
っ
つ
お
ま
つ
り

10月22日㈯・23日㈰
両日10：00～１５：００
場所／金山町民体育館周辺
奥会津でしか味わえない
秋のごっつおがたくさん
新そば・ごっつお汁・ヒメマス塩焼
き・味付きマトンケバブ・赤カボチャ
スイーツ・会津柳津ソースカツ丼など

只見線でご来場の方にステ
キなプレゼントがあります。

ふれあい茶会
お茶の野点が楽しめます。
10：00～（土曜日のみ）

只見線に乗って
会場に行こう

⃝10：45～　そば早食い大会
⃝11：30～　かぼまる
　　　　　 じゃんけん大会

⃝13：00～　奥会津クイズ王決定戦！　　　　　 ニシワキングのなるほど ザ 奥会津

⃝14：15～　おもしろ釣りゲーム

◎問い合わせ…商工観光係　☎５４－５３２７

奥
会
津

ご
っ
つ
お
ま
つ
り

美しい風景の中を走る只見線を写した切手
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金山町国保診療所 歯科医師だより歯科医師だより

☆DVDの貸し出しやってます！
　～金山町中央公民館事業で開催したイベントのDVDです～

金山町の人口（10月 1 日現在）

世 帯 数　１,０９６世帯（＋　１）
人　　口　２,１８９人　（－　４）
　 男 　　１,０４４人　（－　３）
　 女 　　１,１４５人　（－　１）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

あ の 人 こ の 人
９月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

小　沼　シヅイ　（８６歳）　大　塩
新　國　英　二　（５８歳）　横　田
長谷川　太一郎　（８６歳）　西　谷
　林　キイ子　（８０歳）　太郎布

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

　舟木一夫、梓みちよ、小柳ルミ子。
　この名前を見ただけで、このお三方の顔がすぐに浮
かんで来るという方も多いことでしょう。昭和の歌謡
史を語る上で忘れられない方ばかりで、現在の年齢は
６０歳代～７０歳代でいらっしゃいます。さて、この
お三方には共通点があります。
　それは「八重歯」です。この八重歯が可愛らしいと
いうことで当時はチャームポイントとなっていました
が、最近のお顔を見ると皆さん治療されて八重歯では
なくなり、綺麗な歯並びになっていらっしゃいます。
八重歯は、「糸切り歯（犬歯）」が本来の歯列から外れ
た場所に生えている状態のことなのですが、どうして
もこの部分は歯磨きが行き届かない場所です。
　実際に八重歯だけなく歯並びに乱れのある場所は同
様に磨きにくいので虫歯や歯周病になりやすい場所
です。この様な場所に関しては歯ブラシを立てて動か
す方向も縦方向で一方通行的に細かく動かすと良いで
す。診療所では歯の磨き方の指導も行っていますので
気になる方はおいでください。

「 八　重　歯 」
歯科医師　市川　公久

図 書 室 だ よ り
○新刊紹介

象は忘れない／柳　広司　著（文藝春秋）
　あの日あの場所で何が起きたのか、助けられたかもしれない命の声、原発事故によって崩れてゆく言葉
の世界など、エンターテインメントの枠を超え、研ぎ澄まされた筆致で描かれた五編。

朝が来る／辻村　深月　著（文藝春秋）
　出産を巡る女性の実情を描く社会派ミステリー
　親子３人で平和に暮らす栗原家に突然かかってきた一本の電話。電話口の女の声は、「子どもを返して
ほしい」と告げた。

一般向け

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３３３
＊お一人様３冊まで２週間借りられます。（土曜日利用可）
○９月の公民館図書室利用状況 貸出冊数　78冊（うち児童書　24冊）　DVD　4枚

やさしさとおもいやり／宮西　達也　著（ポプラ社）
　ゴルゴサウルスとティラノサウルスがおおげんかをはじめましたが、おおきなふんかがおこり…。やさ
しいきもちがめばえる絵本。

児童向け

一般向け
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町
民
憲
章

一
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
健
康
で
、
生
き
が
い
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
教
養
を
高
め
、
文
化
の
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
親
切
を
つ
く
し
、
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
決
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

秋
あ
か
ね
吹
か
れ
来
た
る
や
余
波
の
風

	

目
　
黒
　
孝
　
子
（
横
　
田
）

虫
籠
の
中
や
宿
題
あ
ふ
れ
そ
う

	

横
　
山
　
軍
　
介
（
川
　
口
）

八
十
路
来
て
浅
き
眠
り
や
彼
岸
花

	

五
十
嵐
　
ミ
イ
子
（
川
　
口
）

ご
先
祖
を
偲
び
香
た
く
墓
参
か
な

	

目
　
黒
　
隆
　
弥
（
宮
　
崎
）

　

俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
や
俳
句
会
へ
入
会

を
希
望
さ
れ
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で
連
絡

し
て
下
さ
い
。	

☎
54
︲
５
３
６
１

広
報
文
芸

	

金
山
俳
句
会
　
　
九
月
句
会
　

す

　

今
月
の
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

は
、
金
山
町
に
移
住
し
て
金
山

町
の
写
真
を
調
査
し
て
い
る
新

潟
大
学
研
究
員
の
榎
本
千
賀
子

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
己
紹
介

「
私
は
平
成
25
年
よ
り
、
各
地

域
の
映
像
の
保
存
と
活
用
を
目

指
し
て
活
動
す
る
新
潟
大
学
地

域
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー

の
一
員
と
し
て
活
動
し
、
玉
梨

で
60
年
間
撮
影
を
続
け
て
き
た

角
田
勝
之
助
さ
ん
の
写
真
整
理

に
取
り
組
む
中
で
、
金
山
町
の

魅
力
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
暮
ら
し
を
通
じ
て
映
像
の

背
景
を
理
解
し
た
い
と
思
い
、

今
年
の
５
月
に
金
山
町
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
」
と
移
住
の

経
緯
を
話
す
榎
本
さ
ん
。

金
山
町
の
映
像
遺
産

「
移
住
し
て
み
て
、
金
山
町
に

は
角
田
さ
ん
の
写
真
の
他
に

も
、
地
域
の
方
々
が
自
ら
生
み

出
し
た
素
晴
ら
し
い
映
像
が
沢

山
残
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
貴

重
な
映
像
遺
産
を
保
存
し
、
教

育
・
産
業
・
観
光
な
ど
幅
広
い

分
野
で
活
用
す
る
た
め
の
基
礎

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
地
域

の
写
真
を
探
し
、
整
理
す
る
プ

お じ ゃ ま し ま

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま

す
」
と
ご
自
身
が
行
う
活
動
に

つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

写
真
茶
話
会

「
10
月
15
日
（
ゆ
う
ゆ
う
館
）、

16
日
（
本
名
公
民
館
）
に
は
、

旧
中
川
・
本
名
小
学
校
や
青
年

団
バ
ン
ド
の
写
真
な
ど
、
地
域

の
古
い
写
真
を
持
ち
寄
っ
た
茶

話
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
身

近
な
懐
か
し
い
写
真
を
皆
で
語

り
合
う
楽
し
み
を
通
じ
て
、
地

域
に
眠
る
映
像
の
価
値
と
今
後

の
活
用
法
を
発
見
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ほ
か
の

地
区
に
も
お
邪
魔
す
る
予
定
で

す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
今
後
の
地

域
で
の
予
定
に
つ
い
て
話
し
て

い
ま
し
た
。
な
お
、
茶
話
会
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
中
央

公
民
館（
54
︲
５
３
３
３
）ま
で
。

新潟大学地域映像
アーカイブセンター研究員

榎
え の

本
も と

　千
ち か こ

賀子 さん

菅家ミチ子さん（本名）から写真の
当時について話を聞く榎本さん
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